
産構審でとりまとめた「制度設計」のその後の動向について

制度設計

◆ 投資のための財源確保

◆ 施行者間調整ルールとインセンティブ
の仕組みの構築

（Ｈ２９.１１～Ｈ３０.６）

◎ 財源 … 合計８５億円 （Ｈ３１～３５年度の５年間）

（内訳）

① ５１億円 … ＪＫＡの積立金の一部拠出
（拠出には法律改正が必要）

② ２５億円 … ＪＫＡの広報予算見直しによる拠出
（拠出には法律改正を受けて予算全般の組替えが必要）

③ ９億円 … 全輪協の積立金の一部拠出
（拠出にはＪＫＡの拠出及び施行者同意が前提）

（Ａ） 先導的施行者の選定
・ 先導的な取組や開催日数増を実施する施行者にＧＰ・ＧⅠ等
の開催権を付与

（Ｂ） ＪＫＡが開催日程を調整
・ ＪＫＡが開催日程調整を行い、施行者には財政的支援を実施

（Ｃ） 施設改修・設備投資等に対する財源支援
・ 積極的に競輪場等の施設改修・設備投資等を行った施行者
に対しその一部財源を支援

①の財源は法律改正断念により拠出不可
このため、一旦ゼロベースとした上で新たな財源を検討し、

②はＪＫＡの広報予算の範囲で改めて検討
③は財源拠出の是非を改めて検討

競輪事業の持続的発展に向けた
取組の骨子

（Ｈ３１.３）

◆ 財源

◆ 取組

（Ａ’） モデル事業の実施
・ 関係団体（ＪＫＡ・日競選・全輪協）や施行者が提案する
“効果の期待できる「モデル事業」” の開催の広報宣伝を
サポート

・ 2021年度からＧＰ・ＧⅠ実施施行者は開催を１節（３日
間）増やし、モデル事業を実施

（Ｂ’） ＪＫＡ策定の日程を参考に施行者が日程調整
・ ＪＫＡが日程平準化の観点から最適な開催日程の考え
方を施行者に示した場合、施行者はこれを参考に施行者
間で日程調整を行う。

（Ｃ’） 施設改修・設備投資のサポート
・ 財源確保の手法と併せ2019年度以降検討

見直し

見直し

◆ 競輪事業の意思決定プロセスの見直し

投資

【競輪最高会議の強化改善】 （Ｈ３０年１２月～）

・方針決定及びトップダウンの検討指示 ・アドバイザーの参画
・柔軟な開催 ・施行者及び関係者への情報共有の強化
・全輪協の努力（事前の施行者調整による円滑な意思決定）…等

上記に関連しない
競輪業界独自の取組

（Ｈ２９～）

・Ｇグレードナイター（ＧⅢ・ＧⅠ競輪祭） ・ＧⅢ概定変更 ・オール７車立て12Ｒ ・ミッドナイト９Ｒ ・ミッドナイトフィナーレ
・モーニング７ ・発走時刻の全国調整 …等により、売上は対前年度超を５年連続（見込み）維持

（公社）全国競輪施行者協議会
（Ｈ３０.１０）
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